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◆今週の紙面から◆
辛淑玉 ウトロ放火はナチスの「水晶の夜」だ

「水平社宣言」100年を迎えてその意義と課題
千葉 安心して暮らせる賃金を22春闘決起集会
党大会で激励 彩子さん勝利へ 青年も頑張る
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米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド

・
ス
ト
ー
リ
ー
』
は
61

版
の
名
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
再
映
画
化
▼
「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
」
を
下
敷
き
に
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
プ
エ

ル
ト
リ
コ
と
欧
州
系
の

若
者
グ
ル
ー
プ
の
対
立

と
抗
争
が
生
み
出
す
悲

恋
。
今
も
変
わ
ら
ぬ
分

断
▼
旧
作
と
の
違
い

は
、
白
人
が
肌
の
色
を

濃
く
し
て
演
じ
る
こ
と

は
な
く
な
り
、
女
性
が

自
己
主
張
、
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
も
登
場
す

る
▼
ど
こ
か
平
和
で
静

か
な
場
所
へ
、
と
の

「
サ
ム
ホ
エ
ア
」
は
旧

作
の
恋
人
た
ち
に
代
わ

り
、
白
人
の
夫
を
亡
く

し
た
移
民
女
性
が
祈
る

よ
う
に
歌
う
▼
悲
劇
を

生
む
衝
突
、
素
手
の
は

ず
が
、
相
手
も
武
器
を

使
用
す
る
だ
ろ
う
と
凶

器
を
準
備
す
る
。「
相

互
確
証
破
壊
だ
」
と
旧

作
に
は
な
い
セ
リ
フ

も
。
力
と
力
の
ぶ
つ
か

り
あ
い
の
結
末
は
、
双

方
が
深
い
傷
を
負
う
。

　
夏
の
参
議
院
選
挙
（
6
月
22
日
公
示
・
7
月
10
日
投
開
票
の
見
込
み
）
に
向

け
、
新
社
会
党
は
先
の
第
27
回
大
会
で
社
会
民
主
党
の
呼
び
か
け
に
よ
る
共
同
名

簿
で
闘
う
こ
と
を
決
め
、
兵
庫
県
本
部
の
お
か
ざ
き
彩
子
さ
ん
の
擁
立
を
決
定
し

た
。
社
民
党
と
新
社
会
党
は
共
同
記
者
会
見
を
3
月
9
日
に
参
院
議
員
会
館
で
開

き
、
お
か
ざ
き
彩
子
さ
ん
が
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
記
者
会
見
の
冒
頭
、
社

民
党
の
服
部
良
一
幹
事
長

か
ら
、
３
月
9
日
の
社
民

党
常
任
幹
事
会
で
新
社
会

党
全
国
青
年
・
女
性
委
員

会
代
表
の
お
か
ざ
き
彩
子

(
さ
い
こ
）さ
ん
を
参
院
全

国
比
例
共
同
名
簿
に
社
民

党
推
薦
枠
の
候
補
者
と
し

て
名
簿
登
載
を
決
定
し
た

と
報
告
。「
共
に
日
本
社

会
党
を
源
流
と
す
る
両
党

が
、
結
党
以
来
初
め
て
の

共
同
記
者
会
見
を
行
う
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思

う
」
と
述
べ
た
。

　
社
民
党
の
福
島
瑞
穂
党

首
は
、「
憲
法
改
悪
、
新

自
由
主
義
の
政
治
を
変
え

る
た
め
に
も
今
日
の
共
同

記
者
会
見
に
尽
力
し
た
方

々
に
感
謝
す
る
」
と
挨

拶
。
新
社
会
党
の
岡
﨑
宏

実
委
員
長
は
、「
憲
法
を

護
り
、
し
っ
か
り
育
て
た

い
。
立
憲
民
主
党
や
共
産

党
と
護
憲
の
野
党
共
闘
を

強
化
の
た
め
に
も
『
護
憲

け
て
き
た
」。「
親
た
ち
の

中
に
は
自
分
の
子
ど
も
が

『
ま
と
も
な
就
職
先
』
に

就
け
な
い
こ
と
を
恥
と
す

る
空
気
も
あ
る
中
で
自
分

を
肯
定
で
き
ず
、
今
も
苦

し
さ
を
経
験
し
て
い
る
人

が
多
い
」と
述
べ
た
。

　
そ
の
上
で
「
私
た
ち
世

代
が
抱
え
て
い
る
問
題

は
、
個
人
の
責
任
で
は
な

く
社
会
が
作
り
出
し
た
制

度
に
あ
る
。
特
に
労
働
者

の
４
割
を
超
え
る
非
正
規

労
働
者
は
、
労
働
者
派
遣

法
が
改
悪
を
重
ね
た
結
果

で
あ
り
、
低
賃
金
や
失
業

の
不
安
と
常
に
向
き
合
う

生
活
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

仕
組
み
や
扱
い
は
間
違
っ

て
い
る
」
と
指
摘
。

　
「
女
性
、
42
歳
、
独
身

の
私
で
も
、
一
人
で
こ
の

社
会
で
安
心
し
て
生
き
て

い
け
る
よ
う
に
、
制
度
を

改
善
さ
せ
た
い
」
と
力
強

く
表
明
し
た
。

の
三
極
』
が
必
要
と
決
意

し
た
」
と
語
っ
た
。

ロ
ス
ジ
ェ
ネ
は

社
会
の
責
任
だ

　
最
後
に
、
お
か
ざ
き
彩

子
さ
ん
が
決
意
表
明
。

　
「
私
は
１
９
８
０
年
生

ま
れ
。
超
就
職
氷
河
期
真

っ
只
中
の
『
ロ
ス
ジ
ェ
ネ

世
代
』。
就
活
の
入
り
口

か
ら
締
め
出
さ
れ
、
生
き

る
た
め
に
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
で
失
業
と
向
き
合
い
続

　
日
本
政
府
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
自
衛
隊
が
所
有
す

る
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
な
ど
を
送
り
、
同

国
を
支
援
す
る
。
そ
の
た

め
、「
防
衛
装
備
移
転
３
原

則
」（
旧
武
器
輸
出
３
原

則
）
の
運
用
指
針
を
改
定

し
た
が
、「
交
戦
国
」
へ
の

装
備
供
与
は
初
め
て
だ
。

　
更
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
を
契
機
に
自

民
党
内
に
は「
台
湾
有
事
」

を
念
頭
に
お
い
た
、
防
衛

装
備
移
転
3
原
則
の
見
直

し
の
声
が
出
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
と
連
動

し
、
政
府
・
自
民
党
は
防

衛
大
綱
を
見
直
し
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
保
有
」
も
可

能
と
す
る
「
軍
事
力
」
の

獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

　
国
会
で
は
岸
信
夫
防
衛

相
が
2
月
16
日
、
相
手
国

の
領
空
で
の
爆
撃
を
「
自

衛
の
範
囲
」
と
答
弁
。
こ

れ
ま
で
の
政
府
見
解
の
解

釈
変
更
を
重
ね
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
安
倍
晋
三
元

首
相
や
維
新
の
松
井
一
郎

代
表
は
、
日
本
に
米
軍
の

核
配
置
の
た
め
の
「
核
共

有
」
と
「
非
核
3
原
則
」

の
見
直
し
を
発
言
。

　
自
民
党
タ
カ
派
や
右
翼

議
員
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
を
利
用
し
、

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
違
憲

発
言
を
繰
り
返
す
。

　
日
本
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
停
戦
合
意
の
た

め
の
労
を
と
る
べ
き
だ
。

そ
れ
を
憲
法
前
文
と
９
条

が
求
め
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
11

年
。
巨
大
地
震
と
大
津

波
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
苛
酷
事

故
が
起
き
た
3
月
11
日
、

各
地
で
追
悼
集
会
や
原
発

と
核
に
反
対
す
る
デ
モ
が

行
わ
れ
た
。

　
今
回
は
ど
の
集
会
も
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
伴
う
核
問
題
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　
首
都
圏
で
は
東
京
・
新

宿
で
１
５
０
０
名
が
参
加

し
、
集
会
と
デ
モ
が
行
わ

れ
た
。

　
主
催
は
「
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
」。

集
会
で
日
体
大
の
清
水
雅

彦
さ
ん
は
「
ロ
シ
ア
の
戦

争
は
国
連
憲
章

違
反
。
武
力
で

平
和
は
創
れ
な

い
」
と
発
言
。

　
作
家
の
落
合

恵
子
さ
ん
は

「
ロ
シ
ア
の
戦

争
の
渦
中
、
火

事
場
泥
棒
の
よ

う
に
非
核
3
原
則
撤
廃
や

核
共
有
を
言
う
政
治
家
に

皆
さ
ん
怒
っ
て
い
る
」
と

訴
え
た
。

　
集
会
後
、
夜
の
新
宿
を

デ
モ
行
進
し
た
。

　
今
日
の
取
材
は
切
り
あ

げ
よ
う
と
思
っ
た
時
、
藪

の
中
で
動
く
も
の
が
。
熊

で
は
な
い
、
イ
ノ
シ
シ
か

？　
一
頭
だ
け
だ
な
。
息

を
止
め
、
カ
メ
ラ
を
準
備

す
る
。
カ
モ
シ
カ
だ
。
ほ

っ
と
し
た
が
、
夕
暮
れ
の

林
の
中
、
光
量
不
足
を
心

配
し
な
が
ら
の
撮
影
。

　
カ
モ
シ
カ
は
国
の
特
別

天
然
記
念
物
と
し
て
保
護

さ
れ
、
数
は
増
え
て
い
る

が
、
里
山
で
は
あ
ま
り
遭

遇
し
な
い
。
日
ロ
戦
争
当

時
は
毛
皮
が
高
い
保
温
力

が
あ
る
と
し
て
、
大
量
に

捕
獲
さ
れ
数
が
激
減
し

た
。
そ
の
後
、
国
に
保
護

動
物
に
さ
れ
た
が
、
今
は

増
え
過
ぎ
保
護
政
策
の
転

換
を
国
は
検
討
。

　
カ
モ
シ
カ
か
ら
す
れ

ば
、
人
間
の
都
合
で
生
死

が
分
か
れ
る
。
ロ
シ
ア
の

対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
策
に
似

て
い
る
。

　
こ
ん
な
時
に
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
保
有
」
や
「
核

の
共
有
」
の
発
言
を
し
て

得
意
に
な
っ
て
い
る
政
治

屋
が
相
変
わ
ら
ず
の
さ
ば

っ
て
い
る
国
、
政
治
の
貧

困
は
最
悪
だ
。

　
文
と
写
真

�

宮
城
　
横
内
勲

夕
暮
れ
の
藪
で

 

次
号
は
休
刊
で
す 

　
本
紙
は
月
４
回
発
行

で
す
の
で
、
３
月
30
日

の
5
週
目
は
休
刊
で

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

　
送
り
先
は
郵
便
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に

「
組
織
強
化
カ
ン
パ
」
と
お
書
き
く
だ
さ

い
。
郵
便
振
替
口
座　
番
号
０
０
１
７
０
―

2
―
５
５
４
３
０
６
加
入
者
名=

新
社
会
党

読
者
の
皆
さ
ん
に「
参
院
選
勝
利
・
組

織
強
化
カ
ン
パ
」を
お
願
い
し
ま
す
。

３
・
11
福
島
被
曝
11
年 

反
戦
集
会
各
地
で
開
く

ロシアの戦争で
活気づく好戦・タカ派

お
か
ざ
き
彩さ

い

子こ

決
意
語
る

参
院
選
へ
会
見

社民党と新社会党の共同記者会見で左から岡﨑宏美委員長・岡﨑彩
子参院予定候補・山崎秀一選対事務局長＝3月9日参院議員会館

ロシアの戦争に抗議
＝3月11日、東京・新宿


